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（目的） 当施設 に導入 された DSA 装置は、1．1．に 到達する線量を数段階選択す る こ とが で き る。そ の

た め 1．1．入射線量 を変化 させ る こ と に よ り、被曝線量を考慮 しなが ら画質を コ ン トロールする こ とが

で きる。LI．入 射線量は、メ
ー

カ
ーが推奨し て い る値が設定 されて い る が 、撮影部位や 目的血 管の サイ

ズ によ り、画質を劣化 させ る こ とな く、工．L入射線量を少な くできる可能性がある 。 そこ で管電圧を
一

定と し、LL 入射線 量 を 5 段階変化 させ 高コ ン トラス ト分解能、低 コ ン トラス ト分解能に つ い て 画質

評価を行 い 、患者被曝線量 と対 比させ 検討 を お こ な っ た 。

（方法） 1．L入 射線量 をメ
ー

カ
ーが推奨 して い る 77．4nc／kg を 中心に 5 段階 （25．8、51．6、7Z4 、129、

180nc／kg） に変化 させ 、各 LL 入射線量に 対 し て LL イン チサイズを 16、12、9、7 と変化させた。

使用 した フ ァ ン トムは、15cm と 20cm の アクリル板を用い た。高コ ン トラス ト分解能は矩形波チ ャ

ー
トを、低 コ ン トラス ト分解能は ロ

ーズフ ァ ン トム を 用 いた 。 ローズ フ ァ ン トム は、厚さが 1．6〜0．1

mm の 8 段階、穴 の 径が 3．2〜0．4mm の 8 種類の も の で ある 。 被曝線量の測定は、空気中の 散乱体の

な い 状態 で 、画質 評価 と同様な幾何学的条件で行 っ た 。

（結果）16 イン チ にお い て 1．1．入射線量 を変化さ せ た 場合の グ ラ フ を示す。（fig．1）縦軸は厚さ 1，6mm

を 100 ％ と し、識域 コ ン トラス ト比 で 表 示 し た 。 横軸は ロ
ーズ フ ァ ン トム 径で あ る 。ロ

ー
ズ フ ァ ン ト

ム の 径が 1．2mm 以 上 0．8mm 以下は H ．入射線量を変化 させ て も低 コ ン トラ ス ト分解能に差が み られ

なか っ た 。O．8mm 〜1．2mm では 1．1．入射線量が 25．8、51．6、77．4nc ／kg で低 コ ン トラ ス ト分解能に

差 がみ られ、77．4nc／kg が検 出限界だとわか っ た。
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